
（別紙３）

～ ８年　2月　２０日

（対象者数） 24 （回答者数）
18

～ ８年　2月　２０日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も、体験や経験を積み重ねて、子ども達が主体的に選

択できる力や柔軟性を持てるよう活動を行っていく。

・偏食のある子どもの食の広がりや、将来的に自立に繋がる

よう意識して調理活動等おこなっていく。

2

・人数の多さや物理的に限られた建物環境という事もあり、

昨年定員数を減らして、少しゆとりのある空間にはなったと

思う。今後もグループ分けして活動を行いながら、より個別

に対応できるようにしていく。

3

・教室によっては、参加メンバーを追加したりしながら、で

きる限り希望に添えるようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・昨年５月から定員を２０名→１５名に減らしたが、部屋数

の少なさもあるため、十分とは言えず、時にはパーテーショ

ンで空間を仕切ったり、静かな屋外に出てもらう等の対応は

させていただいているので、今後も継続していく。

・活動を、子ども達の相性等も考慮しながらグループ分けす

ると共に、活動場所を屋外や法人内の他事業所を使って活動

する事を継続していく。他にも職員同士でアイデアを出し合

いながら、改善していく。

2

・日々の送迎での家族との対話や、話し合いの場での家族の

意向や思いを今後も大切にしていく。

・保護者参加型の活動の要望もあがっているため、来年度は

実施に向け計画していく。

3

・モニタリング時の機会を利用した対面での説明や、月々の

おたよりに盛り込むなど、書面での説明の機会なども増やし

ていきます。

・地域の特性でもある、豊富な自然の中での遊びや、体を使っ

た遊びなど、非デジタル的な遊びを重視して、四季の移り変わ

りを感じて貰う。

・食物を育てて、自分達で調理して食べるという食育も重視し

ている。

・季節ごとの行事や、様々な場所に出掛けて、体験・経験を積

み重ねて行く事を大事にしている。

・調理器具を使って自分達で調理する事により、自立に向けた

一助になるように意識している。

・小学生から高校生まで、幅広く受け入れしているため、異年

齢との交流、関わり方が学べる

・年上の子が年下の面倒を見たりして、思いやりの心が育つよ

う、意図的にシチュエーションを作ってやっている。

・聴覚過敏の児童に対応して、出来るだけ小グループに分ける

事と、児童の相性等も考慮して活動を行っている。

・外部講師を招いての教室活動（絵画・音楽・日舞・書道・パ

ソコン）を行っている。

・また、展示会の観覧や地域行事の参加など、地域参加の目的

を兼ね、文化的活動も行っている。

・教室の雰囲気作りや参加する子ども達の組み合わせ等にも配

慮している。

・最後までやり通すという事を意識して行っている。

・保護者に取り組み内容や周知すべき事が行きわたっていな

い。

・保護者会など、保護者が会する機会がないため、対面で説明

する機会も限られる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事業所の物理的構造が、部屋数が少なく、空間が限られてい

る事。感覚過敏を持ち合わせた児童にとっては、気分を落ち着

かせられる空間が殆どない。

・費用の問題などもあり、移転や増築等ができない。

・家族に向けた研修会や、家族同士が交流できる場を作ってい

ない。

・学校のPTA活動もあったり、就労されている保護者もいたり

するため、どのタイミングで開催するべきか、家族の負担にな

らないかなどの不安がある。
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